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y = 0.5835x + 6.624
R² = 0.508
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y = 0.525x + 11.358
R² = 0.4421
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y = 0.4932x + 15.31
R² = 0.3035
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図２ ２種類の標準重量衝撃源（タイヤ衝撃源・ボール衝撃源）に対する 

乾式二重床の床衝撃音レベル低減量測定結果の比較（n=200） 

表１ 標準重量衝撃源の衝撃力暴露レベル規定値 4) 

  オクターブバンド中心周波数（Hｚ） 

31.5 63 125 250 500 

タイヤ衝撃源 

（バングマシン） 

47.0 

(±1.0) 

40.0 

(±1.5) 

22.0

(±1.5) 

11.5 

(±2.0) 

5.5 

(±2.0) 

ボール衝撃源 
39.0 

(±1.0) 

31.0 

(±1.5) 

23.0

(±1.5) 

16.0 

(±2.0) 

11.5 

(±2.0) 

注）カッコ内は許容偏差。 
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図１ 標準重量衝撃源の衝撃力暴露レベルの差異 
（規格中央値に基づく比較） 

ボール衝撃源に対する重量床衝撃音レベル低減量の 
等級評価方法に関する検討 

    
正会員 ○田中□学*1 正会員 平光厚雄*4 
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１．はじめに 
重量床衝撃音レベル低減量の測定方法の JIS1) が 2007 年に

制定され、実験室測定にもボール衝撃源が導入された。竣工

建物の空間性能の評価にも同衝撃源を使うことが検討されて

おり、ボール衝撃源による測定・評価は今後更に普及するも

のと予想される。一方、乾式二重床など床仕上げ構造の重量

床衝撃音レベル低減量の評価では、従来、タイヤ衝撃源(バ

ングマシン)を用いた測定結果が用いられており2), 3) 、ボール

衝撃源に対する等級評価の方法は確立されていない。 

そこで、複数の公的試験機関の実験室で実測されたデータ

を基に、ボール衝撃源に対する重量床衝撃音レベル低減量の

傾向を調べるとともに、ボール衝撃源に対する低減量の評価

基準曲線の試案を作成し、同曲線による等級評価方法に対し

て基礎的な検討を加えた。本稿ではその概要を報告する。 

２．標準重量衝撃源の衝撃力特性および低減量の相関 
JIS に規定された 2 種類の標準重量衝撃源の衝撃力暴露レ

ベルを表１に、その比較を図１にそれぞれ示す。同図表より

新しく導入されたボール衝撃源の衝撃力は、31.5～63Hz 帯域

ではタイヤ衝撃源より 8～9dB小さく、逆に 250～500Hz帯域

では 4.5～6dB 大きい。また、床衝撃音レベルについても、

従来のタイヤ衝撃源のような低音域での急峻な極大は生じず、

比較的平坦な周波数特性となるものと推測される。 

これら衝撃力特性の異なる 2 種類の標準衝撃源を用いて、
様々な仕様の乾式二重床(試料数=200 床)を対象に重量床衝撃

音レベル低減量を測定した結果の、衝撃源間の相関を図２に

示す。同図より、63Hz 帯域では他帯域よりは比較的相関が

高いものの対応関係には最大 10dB 程度もの幅があり、また

タイヤ衝撃源よりボール衝撃源の低減量がやや大きい傾向で

あることが判る。また、周波数が高くなるに従い両衝撃源に

対する低減量の差は大きくなり相関も低くなる傾向である。

従って、両衝撃源に対する低減量の測定結果の単純な換算・

推定はできず、ボール衝撃源に対する低減量の評価は実際に

測定した値に基づき行う必要があると判断される。 

３．ボール衝撃源に対する等級評価基準曲線(案) 
床衝撃音レベル低減量の評価基準曲線を、スラブ素面での

床衝撃音レベルとＬ等級線との周波数特性の差異と位置付け、 
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図５ 乾式二重床（n=200）の重量床衝撃音レベル低減量測定結果の周波数特性 
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図６ 重量床衝撃音レベル低減量（63Hz 基準の相対値）と 

評価基準曲線案（赤色の太線）の周波数特性 
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図３ スラブ素面の重量床衝撃音レベルの 

周波数特性（63Hz 帯域基準の相対値） 
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図４ 重量床衝撃音レベル低減量に対する 
評価基準曲線案の周波数特性 

タイヤ衝撃源に対する既往の低減量基準値 2) 、および表１の

衝撃力特性の差異から算出した、スラブ素面の重量床衝撃音

レベルの周波数特性を図３に示す。当然ながら建物の諸条件

により周波数特性も異なるが、既往文献 5) によるＲＣ造集合

住宅での現場実測データと比較しても、タイヤ衝撃源・ボー

ル衝撃源の床衝撃音レベルの周波数特性と対応性が高いこと

が確認できる。 

さらに、両衝撃源の衝撃力暴露レベルの差異を基にして、

ボール衝撃源に対する等級評価曲線の試案を作成した。63Hz

帯域で基準化した周波数特性を図４に示す。タイヤ衝撃源で

は 63Hz 帯域での基準値が最も大きく、高い周波数ほどＬ等

級線評価に対して余裕があるのに対して、この曲線案に基づ

くボール衝撃源の等級評価では逆に 125～500Hz 帯域におい

て評価基準値が大きい周波数特性となっている。 

４．重量床衝撃音レベル低減量の実測値に対する評価例 
図４に示したボール衝撃源に対する低減量の等級評価基準

曲線の試案を基に、実際に実験室で測定した重量床衝撃音レ

ベル低減量のデータに対して等級評価を試みた。 

図５に、様々な仕様の乾式二重床(試料数=200 床)による重

量床衝撃音レベル低減量の実測データの傾向を示す。低減量

の傾向として、タイヤ衝撃源では周波数帯域により低減量の

大小が様々な傾向を示しているのに対して、ボール衝撃源に

対する低減量は周波数とともに概ね 6dB/octave 程度で単調に

増加する周波数特性の試料が多いことが判る。 

さらに、低減量の周波数特性と等級評価基準曲線の試案に

対する性能決定周波数を検討するため、63Hz 帯域で基準化

した低減量の周波数特性を図６に示す。同評価基準曲線案を

用いた場合、ボール衝撃源の低減量についても性能決定周波

数は主に 63Hz帯域となる場合が多くなるといえる。 

５．おわりに 
ボール衝撃源に対する重量床衝撃音レベル低減量の等級評

価曲線の試案を作成し、基礎的な検討を加えた。その結果、

乾式二重床について、ボール衝撃源に対する低減量の評価は

タイヤ衝撃源とは独立して実施する必要があること、ボール

衝撃源に対しても 63Hz 帯域での低減量が等級評価上は重要

となることが判った。 
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